
別記様式第22（第７条関係）

原子力規制委員会 　殿
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所属部課名

電話番号

ＦＡＸ番号

メールアドレス

事業所の住所

代表（本社）の住所

連絡可能な連絡員氏名

その他

（法人名称は除く。）核物質を扱う事業所

法人名

法人名の英語表記

代表者の役職名及び氏名

(注５)

発
見

さ
れ

た
核
燃

料
物

質
の
情

報

容 器 の 種 類

化合物又は混合物
重 量

核物質を扱う事業所の英語表記

事業所の住所の英語表記

連 絡 員
の 氏 名

物 質 の 形 状

化合物又は混合物
の 名 称

核 燃 料 物 質 の 区 分

連絡可能な連絡先

住　所

名 称

物 質 の 品 質

核燃料物質事故増加報告書

使 用 の 場 所

住 所

工 場 又 は
事 業 所

氏　名

（法人名称・事業所名称は除く。）核物質を扱う場所（「○階」「～室」の単位まで。）

核物質を扱う場所（「○階」「～室」の単位まで。）の英語表記

令和○○年○○月○○日

法人名

供 給 当 事 国

(注３)

事 務 上 の
連 絡 先

XXXX@.jp

事 故 増 加 年 月 日 許可取得日

○○○○-○○-○○○○

連絡可能な連絡先名称

名 称

所 在 地

○○○○-○○-○○○○

法 人 に あ つ て は
代 表 者 の 氏 名

所属部課名称

核燃料物質計量管理区域
の符号

名 称

所 在 地

代表者の役職名及び氏名

代表（本社）の住所

(注９)

(注10)

　核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律第67条第１項及び国際規制物資の使用等に関
する規則第７条第30項の規定により、次のとおり報告します。

(注７)

(注６)

(注８)

氏 名 又 は 名 称

元 素 重 量

⑩プルダウンリストから粉末、

分析用小試料、分析用小試片、

その他固体（混合物は除

く。）、溶液のいずれかを選択

します。 

 

①既に国際規制物資使

用の許可を得えている

場合ＭＢＡ符号は、国

から送付された許可書

に記載の番号を記入し

ます。 

まだ国際規制物資使

用の許可を得ていない

場合は空白のままとし

ます。 

⑥化合物又は混合物の

量をグラムの単位で記

載し、１グラム未満の

端数は四捨五入しま

す。 

・未開封の試薬瓶を発

見した場合は、試薬瓶

のラベルに記載の重量

を記入します。 

・開封済み試薬瓶、ラ

ベルに重量の記載がな

い等核燃料物質の重量

がわからない場合は、

⇒秤量方法、重量の決

定 を参照し確定した

重量を記入します。 

②事故増加年月日は、

核燃料物質を発見した

日ではなく、許可取得

日と記入します。な

お、既に国際規制物資

の使用許可を得ている

場合には、実際に発見

した日付を記入しま

す。 

⑧プルダウンリストから酢酸ウラ

ニル、酢酸ウラニル亜鉛、硝酸ウ

ラニル（六水塩）、硝酸ウラニル

（四水塩）、塩化ウラニル、二酸

化ウラン、三酸化ウラン、八酸化

三ウラン、金属ウラン、硝酸トリ

ウム（六水塩）、硝酸トリウム

（四水塩）、酸化トリウム、金属

トリウム、その他（ ）のいずれ

かを選択します。 

 試薬瓶ラベルに記載された核燃

料物質名称を記載下さい。また、

ラベルに汚れがあって核燃料物質

名が読み取れない場合には別途保

障措置室まで連絡下さい。 

③管理下にない核燃料

物質の発見に係る報告

書に記入した、天然ウ

ラン、劣化ウラン、ト

リウムのいずれかをプ

ルダウンリストから選

択します。複数の核燃

料物質を発見した場合

には、次ページ以降に

それぞれ記入します。 

④供給当事国は、ラベル

等に製造国名が表示され

ている場合であっても、

その他と記入します。 

⑤ウラン鉱、天然ウラ

ン又は劣化ウランの区

分に属するものにあっ

てはウランの量、トリ

ウム鉱又はトリウムの

区分に属するものにあ

ってはトリウムの量を

グラムの単位で記載

し、１グラム未満の端

数は、四捨五入しま

す。 

元素重量は、化合物の

分子量に占めるウラン

又はトリウムの分子量

から算出します。 

⇒元素重量の換算につ

いて 

⑨プルダウンリストから容器な

し、500 ミリリットル未満の小

さな容器、500 ミリリットル以

上 1リットル未満の容器、その

他のいずれかを選択します。 

⑦プルダウンリストから金

属等の固形物、精製された

均質の物質、高純度仕様に

合致する物質、非均質物質

（スクラップ等）、各種組

成の物（汚染スクラップ又

は廃棄物）いずれかを選択

します。 

（例）試薬瓶にメーカーラ

ベルが貼り付けてある場合

には、精製された均質の物

質となります。 



 

(注６)

許可取得日

物 質 の 品 質 (注10)

(注９)

物 質 の 品 質 (注10)

(注３)

事 故 増 加 年 月 日

核 燃 料 物 質 の 区 分

容 器 の 種 類 (注９)

事 故 増 加 年 月 日 許可取得日

(注７)

核 燃 料 物 質 の 区 分 (注３)

化合物又は混合物
重 量

(注６)

物 質 の 品 質 (注10)

供 給 当 事 国 その他

元 素 重 量 (注５)

発
見

さ
れ

た
核

燃
料
物

質
の

情
報

化合物又は混合物
の 名 称

(注８)

物 質 の 形 状

元 素 重 量 (注５)

発
見

さ
れ

た
核
燃

料
物

質
の
情

報

化合物又は混合物
重 量

化合物又は混合物
の 名 称

(注８)

容 器 の 種 類 (注９)

物 質 の 形 状 (注７)

事 故 増 加 年 月 日 許可取得日

化合物又は混合物
の 名 称

(注６)

元 素 重 量 (注５)

供 給 当 事 国 その他

化合物又は混合物
重 量

核 燃 料 物 質 の 区 分 (注３)

発
見

さ
れ

た
核
燃

料
物

質
の
情

報

物 質 の 形 状 (注７)

供 給 当 事 国 その他

(注８)

容 器 の 種 類

⑪事故増加

年月日は、

核燃料物質

を発見した

日ではな

く、許可取

得日と記入

します。 

⑫プルダウ

ンリストか

ら、天然ウ

ラン、劣化

ウラン、ト

リウムのい

ずれかを選

択します。 

複数の核燃

料物質を発

見し、表が

不足する場

合には、表

を追加した

後、それぞ

れ記入しま

す。 

⑰プルダウンリストから容器な

し、500 ミリリットル未満の小

さな容器、500 ミリリットル以

上 1リットル未満の容器、その

他のいずれかを選択します。 

⑬供給当事

国は、ラベ

ル等に製造

国名が表示

されている

場合であっ

ても、その

他と記入し

ます。 

⑱プルダウンリストから酢酸ウラニル、

酢酸ウラニル亜鉛、硝酸ウラニル（六水

塩）、硝酸ウラニル（四水塩）、塩化ウ

ラニル、二酸化ウラン、三酸化ウラン、

八酸化三ウラン、金属ウラン、硝酸トリ

ウム（六水塩）、硝酸トリウム（四水

塩）、酸化トリウム、金属トリウム、そ

の他（ ）のいずれかを選択します。 

⑯プルダウンリ

ストから金属等

の固形物、精製

された均質の物

質、高純度仕様

に合致する物

質、非均質物質

（スクラップ

等）、各種組成

の物（汚染スク

ラップ又は廃棄

物）いずれかを

選択します。 

⑲プルダウン

リストから粉

末、分析用小

試料、分析用

小試片、その

他固体（混合

物は除

く。）、溶液

のいずれかを

選択します。 

⑭ウラン鉱、天然ウラン又は劣

化ウランの区分に属するものに

あってはウランの量、トリウム

鉱又はトリウムの区分に属する

ものにあってはトリウムの量を

グラムの単位で記載し、１グラ

ム未満の端数は、四捨五入しま

す。 

元素重量は、化合物の分子量に

占めるウラン又はトリウムの分

子量から算出します。 

⇒元素重量の換算について 

⑮化合物又は混合物の

量をグラムの単位で記

載し、１グラム未満の

端数は四捨五入しま

す。 

・未開封の試薬瓶を発

見した場合は、試薬瓶

のラベルに記載の重量

を記入します。 

・開封済み試薬瓶、ラ

ベルに重量の記載がな

い等核燃料物質の重量

がわからない場合は、

⇒秤量方法、重量の決

定 を参照し確定した

重量を記入します。 


